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はじめに
大学で開講されている一般教養体育を受講する
際には、学生自らが選択した運動種目(テニス、ダ
ンス、バスケットボール、バレーボール、ヌk泳など)
に対して、積極的かつ自発的に取り組み学ぼうと
する「学習意欲Jが非常に重要である。
西田(1989)は、「体育における学習意欲とは、一
般的な達成動機づけが情緒的要因(体育学習への
興味や知的好奇心など)、価値的要因(体育学習に
対する価値観や必要性など)、認知的要因(運動能
力の自己評価など)、経験的要因(過去の成功や失
敗など)によって体育学習に方向づけられたもの
である」と定義しているO 運動やスポーツ活動を
行うことにより身体の生理的な側面の向上だけで
なく、運動後の気分の高揚や爽快感などの心理的
側面にも影響が及ぶことは周知の通りであるが、
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運動実施の興味や体育授業の楽しさ、運動能力の
自己認知といった諸側面は、受講者の学習意欲と
深い関係があると述べ、受講者の学習意欲を客観
的にみることで、より学習意欲を高めるための具
体的な指導方法が明らかになる可能性を示唆して
いる。また中村らは (2004)運動の継続意欲に及ぼ
す心理的要因として、受講者が運動実施時に感じ
る「楽しさ」や「運動有能感Jを挙げ、運動による生
理的効果だけでなく、運動特性のもたらす精神面・
心理面への効果を考慮し、心理的効果を生かした
「楽しくJIできる」運動プログラムを検討‘する重要
性について論じている。受講者の運動実施におけ
る「学習意欲」ゃ「心理的側面」に着目して研究する
ことは、体育授業のみならず生涯にわたって運動・
スポーツ活動を継続していけるように指導する上
でも、非常に意義があると言えよう D
一般的に運動種目には、クローズドスキル系と
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オープンスキル系の二つに大別することができ、
運動心理学的には安定した環境の中で行われる運
動をクローズドスキル、時々刻々と変化する不安
定の環境の中で行われる運動をオープンスキルと
呼んでいる(杉原 2003)0クローズドスキル系の
運動は、自分の身体の動きに関する筋運動感覚的
な情報を手がかりに行うものであり、その一つに
ダンスがあげられるOダンスは、クラシックバレエ、
モダンダンス、コンテンポラリーダンス、フォー
クダンス、日本舞踊、そしてリズム型ダンスと多
種多様であり、また多様な運動様式があるので個
人の体力や噌好に合わせて広く対応できる運動で
ある。本授業で実施したリズム型ダンスは、リズ
ミカルな音楽に合わせてダンス経験・未経験に関
係なく運動でき、同じ動作でも動きの振りの大小
を調節することで、自分のペースに合わせた運動
ができる。また、指導者の指導によって動きが刻々
と変化するので集中して行うことが可能という特
性がある。さらに本授業では、指導者の提示した動
きを自己流にアレンジしながら、最終的には表現
することを特に重視しているので、ダンス技術の
レベルに拘ることなく、音楽に合わせて自己を表
現することの楽しさや喜びを味わい、個々の表現
を通じてコミュニケーションを豊かにすることが
できるD
一方、テニスはオープンスキル系の運動であり、
ボールや相手などの外的情報が時々刻々と変化す
るスポーツであるD テニスには多種多様な打球ス
キルがあり、技術レベルの差が明確に現れる対人
種目であると同時に、競技レベルに応じてゲー
ムを楽しむことができるスポーツでもあるO ゲー
ムにおいては様々な打球スキルだけでなく、戦略
や戦術などといった心理面での影響から、微妙な
タイミングやラケット面のズレによってボールが
思った方向に飛ばなかったりするなど、相手打球
に対する判断、自打球の決断、プレー中の素早い
判断と決断の連続をしなければならない。その中
で「負けたらどうしよう・・・JI今のミスが・・.J 
などと余計な考えが頭に浮かび、心理的なプレッ
シャーが多いゲームである。テニスのゲームにお
いては、 1対1で行うシングルス、 2対2で行う
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ダブルスがあり、ダブルスにおいてはミックスダ
ブルスといわれる男女がベアになってゲームをす
ることができ、受講者同士とのコミュニケーショ
ンの機会が多くなる O
このように運動種目でもクローズドスキル系と
オープンスキル系では、その運動体系により特性
が大きく異なる。そこで本研究では、大学一般教
養体育で開講されている異なる運動特性をもっダ
ンスとテニスを受講した学生を対象に、受講者の
過去における運動・スポーツ体験の満足度、日常
生活の運動実施頻度と一日の運動時間の実態を考
慮した上で、両種目が受講者の学習意欲と運動前
後の気分にどのような影響を及ぼすのか比較検討
することを目的とする。
研究方法
調査対象
本学体育のテニスとダンスの種目を履修した学
生を対象に行った。10~ 12回目の授業に出席し
たテニス 41名、ダンス 42名、計83名の学生を対
象とした。
調査内容
1.学習意欲検査(AMPET)
AMPETは、 64項目からなる質問票であり、(1)学
習ストラテジー 、 (2)困難の克服、 (3)学習の規範的
態度、 (4)運動の有能性、 (5)学習の価値、 (6)緊張
性不安、 (7)失敗不安という7つの下位尺度とL尺度
で構成された5段階の自己評定尺度である。これらのう
ち、(1)学習ストラテジー から(5)学習の価値までの5つ
の下位尺度は、体育学習へ積極的に努力する接近傾
向を測定し、 (6)緊張性不安と (7)失敗不安の下位
尺度は、体育学習から回避しようとする傾向を測
定するものである。
2. POMS(Profile of Mood Status) 
POMSは65項目からなる質問票であり、一時的
な感情や気分の状態を「緊張JI抑うつJI怒りJI活気」
「疲労JI混乱」の6つの尺度で測定するものである。
感情や気分への影響を検討でき、「活気」の得点が高
いほど、「活気」以外の得点が低いほどよい。
3.その他
①日常生活の運動実施について、 ②調査時の運
動強度 ・気分について、③過去の運動実施の満
足感や楽しさについて調査を行った。調査は、 授
業開始直後にPOMSを授業終了直前にPOMS、
AMPETに行った。
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結果と考察
1) AMPET (学習意欲検査)の結果
両群における AMPETの結果を図1に示した。
ここでは「学習ストラテジーJI困難の克服JI運動
の有能感JI学習価値観」の4項目に有意差 (p<.05
~ p<.Ol)が認められ、ダンス群よりもテニス群の
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図1 ダンス群とテニス群におけるAMPETの結果 * * p<.Ol * p<.05 
方が高い数値を示した。その他の項目では有意差
がみられなかった。
テニス群は、その多くが日常生活の運動実施頻
度が高いこと (表1)、 また一日の運動時間も長い
(表2)ことから、運動に対する 自信や優越感、運
動がよくできることに対する価値観や目的意識が
ダンス群に比べて高いことを示しているD その反
面ダンス群は、日常生活の運動実施頻度も低く、
また一日の運動時間も半数以上が30分未満と短
いことから、大学に入学してから運動を行う機会
がテニス群に比べて非常に少ないと考えられる。
特にAMPETの「運動の有能感」が著しく低いこと
表1.日常生活の運動実施頻度(%)
表2.一日の運動時間(%)
30分-1時間
16.7 
12.2 
から、運動習慣者と非習慣者では「運動・スポーツ
好きJか「運動・スポーツが苦手JI興味がない」に運
動実施 ・非実施の理由があるとの村井ら (2002)の
見解からも分かるように、ダンス群はテニス群に
比べて運動すること 自体に苦手意識をもっ学生が
多いものと推察される。
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次に過去における運動 ・スポーツ体験の楽しさ
や満足度を調査した(表3)ところ、小学校期では
両群ともに70%以上が 「かなり感じたJI非常に感
じた」との回答が得られた。中学校期・高等学校
期では、テニス群は60%以上が肯定的であるの
に対し、ダンス群では肯定的な回答と否定的な回
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表3.過去の運動・スポーツ体験の楽しさや満足度(%)
全く感じなかっ
少し感じた かなり感じた 非常に感じた
た
ダンス テニス ダンス テニス ダンス テニス ダンス テニス
小学校期 11.9 12.2 14.3 17.1 31.0 29.3 42.9 41.5 
中学校期 11.9 7.3 38.1 22.0 11.9 39.0 38.1 31.7 
高等学校期 11.9 14.6 42.9 22.0 19.0 24.4 26.2 39.0 
現在 9.5 12.2 40.5 22.0 16.7 36.6 33.3 29.3 
答の二極化現象が見られた。現在では、テニス群
は高等学校期よりもさらに楽しさや満足度の数値
が上昇し、ダンス群においては若干肯定的な回答
が増加したものの依然として二極化されていたD
AMPETと「日常生活の運動実施頻度Ji一日の運動
時間」の結果から考察すると、テニス群はもともと
自ら運動活動を積極的に行う姿勢があり、その目
的意識も高い学生が多いと考える。それに対して
ダンス群はテニス群同様に運動活動に積極的に取
り組む学生と、運動すること自体に苦手意識があ
り否定的な感情をもっ学生とが混在していること
が明らかになったD
そこでこのような学習意欲の違いと日常生活の運
動実施がダンスとテニスの運動前後の気分や感情
にどのような影響を及ぼすか、気分を測る POMS
テストで測定した。
2)運動前後での感情・気分の変化
図2・図3はPOMSテストのダンス群とテニス
点
18 
群における運動前後の結果である O ダンス群では
運動前後で比較すると緊張、抑うつ、怒り、混乱
の因子では運動前より運動後において有意に低下
し、活動性においては有意に得点が増加した。テ
ニス群では運動前後で比較すると抑うつ、怒りに
おいて運動前より運動後において有意に低下し、
活動性においては有意に得点が増加した。特にダ
ンス群では緊張と混乱で有意に得点が低下してい
たが、テニスにおいて得点は低下しているものの
有意差はみられなかった。
これについてはダンスとテニス群の運動特性が大
いに関係していると思われる口テニスでは、様々
な打球スキルを駆使してプレーする必要があり、
心理面においても「負けるかもJiミスしないように
しないと」など心理的なプレッシャ」を受けなが
らプレーしなければならない。一方、本授業での
ダンスは、比較的簡易なステップから構成されて
おり、音楽に合わせて提示された動きを自己流に
アレンジしながら表現することを重視している。
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図2ダンス授業前後におけるPOMSの結果
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このため、個々の表現に独特の価値とおもしろさ
が得られ、「みんな違ってみんないいjを前提とし
た他者との踊り方の違いを実感、自己のダンス技
術を気にすることなく踊ることができ、テニスの
表4 本調査時の運動強度(%)
非常に楽
ように、技能レベルの差が心理的なプレッシャー
を感じることは少なかったと思われる。
そこで本調査時の運動強度をみてみると(表
4)、テニス群では「ややきついJrきついJと回答
2.4 。
7.3 
したものが約 50%おり、やや高めの運動強度だ、っ
たと考えられる。そのため、授業の直後において
は緊張や混乱があり、 POMSの得点の低下がみら
れなかったのではないかと思われる口一方でダン
ス群では、「楽であるJrややきつい」に 80%以上
の回答が得られた。これは、本授業の運動プログ
ラムが、比較的簡易な動きであることや、指導者
の動きを真似して運動するため集中力が持続しや
すかったこと、リズミカルな音楽に合わせて身体
を動かし、習得した踊りを最終的には自己流に表
現するため、達成感を得られこと、たとえ身体的
に少々の疲労があったとしても、逆に気分はリフ
レッシュされたものと思われる O
このようにテニス群とダンス群とでは感じる運
動強度は異なっていたが、本調査時の運動の気分
を聞いてみると、両群ともに約 80%の学生が「少
し良いJr良いJr非常に良い」と回答し、運動後は
かなりきつい
7.3 
緊張がほぐれ、リラックスし、気分が明るくなる
といったプラスの効果がみられた。テニス群では
運動強度はやや高めであったが、気分としてはポ
ジティブの感情を持っていたため、ある程度得点
の低下がみられたと言える O ダンス群では、 音楽
に合わせて運動することにより気分が高揚したこ
と、同じ動きを行っていることで学生同士が踊り
をとおして一体感が得られたこと、自己のダンス
技術レベルを気にすることなく自己を表現する楽
しさを感じることができたためと思われる O
この結果からも、両群の体育における学習意欲
の違いや運動に対する苦手意識があったとして
も、選択した運動種目が個々の体力と好みにあっ
た運動であり、楽しめる運動であれば、運動前後
の気分や感情に非常に有効であることが明らかに
なった。
また運動活動を積極的に行っている受講者は、
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運動やスポーツに対する意欲が高く、今後も継続
して運動することが考えられるが、消極的な学生
は大学の体育授業のみで生涯に向けて運動を継続
していく可能性は低いと思われる。今後の課題と
して、運動することに苦手意識をもっ学生に対し
でも楽しく継続していけるような運動プログラム
を検討する必要性が示唆された。
まとめ
本研究では、大学一般教養体育で開講されてい
る、運動特性の異なる二つの種目(ダンスとテニ
ス)を受講した学生の、学習意欲と運動前後の気
分および感情に着目し比較検討した。測定項目は、
①学習意欲検査 (AMPET)、②日常生活の運動実
施、 ③過去の運動実施、 ④POMS、⑤調査時の運
動強度・気分であった。
学習意欲検査では、有意差が認められた4項目「学
習ストラテジーJI困難の克服JI運動の有能感JI学
習価値観J全てにおいて、ダンス群よりテニス群
の方が高い数値を示し、ダンス群に比べてテニス
群の方が体育における学習意欲が高いことが認め
られた。
学習意欲検査と「日常生活の運動実施頻度JI一
日の運動時間」の結果から、テニス群の多くが日
常生活の運動実施頻度が高いこと、また一日の運
動時間も長いことから、運動に対する自信や優越
感、運動がよくできることに対する価値観や目的
意識がダンス群に比べて高く、その反面ダンス群
は日常生活の運動実施頻度も低く、また一日の運
動時間も短いことから、大学に入学してから運動
を行う機会がテニス群に比べて非常に少ないこと
が明らかになった。
過去の運動・スポーツ体験における楽しさや
満足度を調査した結果、小学校期では両群とも
に70%以上が肯定的あったが、ダンス群では、肯
定的な回答と否定的な回答の二極化現象が見られ
た。テニス群はもともと自ら運動活動を積極的に
行う姿勢があり、その目的意識も高い学生が多い
が、それに対してダンス群は、テニス群同様に運
動活動に積極的に取り組む学生と、運動すること
自体に苦手意識があり否定的な感情をもっ学生と
が混在していることが明らかになった。
POMSテストの結果、ダンス群では緊張、抑う
つ、怒り、混乱の因子では運動前より運動後にお
いて有意に低下し、活動性においては有意に得点
が増加した。テニス群では抑うつ、怒りにおいて、
運動前より運動後において有意に低下し、活動性
においては有意に得点が増加した。これは両群と
もに運動後は緊張がほぐれ、リラックスし、気分
が明るくなったりといったプラスの効果がみられ
たものと推察できるO
以上により、体育における学習意欲の違いがあ
り、さらには運動に対する苦手意識があったと
しても、選択した運動種目が個々の体力と好みに
あった運動であり、楽しめる運動であれば、運動
前後の気分や感情に非常に有効であることが明ら
かになった。今後の課題として、運動することに
苦手意識をもっ学生に対しても、体育授業のみな
らず生涯に向けて楽しく継続していけるような運
動プログラムを検討する必要性が示唆された。
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